
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 
 
中庭にある樹高 7m 程のこの桜は第 9 代近藤恒昭校長が植えた「タカトウコヒガンザクラ」です。4/2 満開。 
 

治田小学校の校歌をつくってくださった、まど・みちおさんは、新入生の気持ちを「一年生 
 

校地内の落ち葉や枯れ枝を集めて準備万端、ふるさと治田に立ち昇る白煙。1・2 年生が焼き芋大
会を開催しました。家庭菜園ならぬ学級園が教室前にあって、身近で栽培してきた「薩摩芋」が甘
―い「焼き芋」となりました。5学年は「収穫祭」を自粛し、クラス分散で餅づくりを実施いたしま
した。お裾分けいただいた「焼き芋」や「きな粉餅」が「美味」であったことをご報告いたします。 
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Covid-19 感染拡大に伴い子どもたちの表現活動の場も失われています。現在のところ一度も
ステージやホール発表の機会も体験できていない治田小金管バンドに所属する子どもたちの
努力は、思わぬ形で報われることとなりました。標記の予選審査会(録音)を通過し全国大会出
場が叶ったことを千曲市も「激励」してくださいました。大会当日となる 11 月 22 日、ネット
上の疑似空間で、事前に録画し提出した演奏のライブ配信、オンライン審査で展開されるとい
う異例の大会を、私も「LIVE」視聴いたしました。出場 36 校の全プログラムは 9GB を要する
高音質・高画質で大容量の情報通信でした。コンサート・ホールで演奏を収録した学校が多い
なか、ちょっぴり寒い自校の体育館で、一体感ある演奏を繰り広げた子どもたちが、愛おしく
感じられました。11月 24 日には、ネット上に審査結果が発表され、「最優秀賞」をいただくこ
とが出来ました。実感ないままでしたが、26 日午前中に配送されてきた大きなトロフィーと賞
状を目にして、一連の出来事がようやく「リアル」に実感されるようになってきたところです。 

【特別警報発令に伴う活動の見直しについて】 
学校だより 11 月号で三学期～年度末までの予定を広報した直後に「注意報」「警報」レベルを

上回る「特別警報」が発令されました。「非常事態」の前段階が、千曲市を含む長野広域圏に発
令されています。(12/4 に警報に引き下げ)。感染防止のガイドラインを遵守しつつ、教育活動全
体を止めない為にも、外部講師の入るクラブ、読み聞かせボランティア、異学年交流、稲荷山養
護学校交流、異学年編制の児童会活動等の活動は一旦「停止」若しくはしばらく「中止」しています。 
また 1月に予定していた「そり教室」「スキー教室」は中止とさせていただきました。 

※12/9 からの個別懇談会は予定通り実施いたします。ご心配な点はご相談ください。 



 
2 年生の「秘密基地づくり」の学習プロセスには、基地建設の「適材適所」を子どもたち自

身で決め出していける決定権がありました。そして「どこに」「どうやって」「何を使って」等
の級友との会話や自己問答を媒介に建造が進められていました。コロナ禍においても「主体
的・対話的で深い学び」が進められています。ところで、秘密基地の何が「ひみつ」なのでし
ょうか。職員室から丸見えの所で「秘密基地」建造が進められているというのに。丸見えだと
いうのに「秘密」なのです。「幸せ」と同じなのでしょう。自分が「ひみつ」を握っていると
いう思いが、「秘密基地」にしているのだと思います。見えているとか、バレているとかそう
いうことではなく、「ひみつ」が彼ら、彼女らの手中にあるということなのだと思うのです。
学習としての「秘密基地づくり」は先日、終了いたしました。 
 

授業の実施にあたって「食生活アンケート」(5学年抽出)にご協力いただきました。8 割弱

の児童が、「苦手な食べ物がある」と回答しています。しかし給食では「苦手なものが出て

も全部食べる」という児童もほぼ同数おり(確かに給食残量が極めて少ない)、既に授業のね

らいである「丈夫な体を作り、健康に過ごすためには、好きなものばかり食べていては栄養

のバランスが悪くなる」ことを理解し、「バランスよく色々な食品を食べようとする態度」

は育ってきているようです。授業の終盤では、児童から、今後は という感

想も発表されました。給食は食べる学習です。医食同源とも言われます。心身ともにタフな

児童育成には、朝食、夕食と合わせて、保護者の皆様との「共育」「食育」活動が欠かせな

いとあらためて確認いたしました。 

 

新型コロナウィルス感染症対策に伴う児童生徒の「学びの保障」総合対策パッケージで、「人

的体制の緊急整備」として配置いただいていた学習指導員の石田信治先生が、配当された既

定時間に達し、12 月 4 日(金)をもって退任されました。学習理解度の個人差に寄り添って指

導いただき、子ども達からも別れを惜しむ声が聞こえました。ありがとうございました。 


